
                              

     

                         

 

 

１学期が終わりました。嬉しいのはコロナ禍の影響はありながらも、歓迎遠足

や授業参観、水泳指導など、通常の活動が少しずつ戻ってきたことです。休校は

１回もありませんでした。学級の活動も緩和できるところは緩和しました。本当

に、当たり前のことが当たり前にできる喜びは大きいものがありました。２学期

はさらにできることが増えてほしいと願っています。 

さて、１学期を総括します。大きな事故や事件がなかったのが一番良かったことです。子ども

たちは全体的には落ち着いた学校生活を送りました。校舎を見回っていても、真剣に学んでいる

姿がたくさん見られました。時には楽しい活動に大きな声をあげながら参加している姿もありま

した。楽しく安心して過ごせる場としての学校づくりを目指していきます。 

保護者の皆様には、多大のご協力とご理解をいただきました。また、ご迷惑やご心配もおかけ

しました。ここにお詫びと感謝の意を表します。２学期もよろしくお願いします。 

 

 

            いつの時代になっても子どもたちにとって、夏休みは特別です。今日は

何をしようか。ワクワクする日々が続きます。私が小学生の頃、朝は「退

屈だな。することが何にもない」で始まり、夕方は友人との遊びに夢中に

なり、「もう帰ってきなさい」と母から叱られる毎日でした。今の子どもた

ちは「する」ことが多いし、隙間時間を埋めるグッズがたくさんあります。 

思ったほど退屈な時間は少ないのかもしれません。それでも、夏休みはたっぷりあります。何か 

に挑戦する。何かを続けてみる。逆にゆったりとした時を過ごしてみる。メリハリのある毎日を 

送ってほしいと思います。 

 

 

        夏休みに入るときにいつも願うのは、子どもたちが元気で過ごしてくれるこ 

と。特に、交通事故や水の事故など、とても心配です。避けられないこともある 

のでしょうが、自分の意識で避けられることもあります。「危ないことはしない。 

近寄らない。」が前提です。有意義な夏休みを送るために、最低限の約束を載せ 

ています。学校でも指導はしていますが、夏休み突入の今、家族で目を通していただけるとあり

がたいです。８月２６日に元気な子どもたちと会えるのを楽しみにしています。 

 

                              

 

 今年の８月９日は、本来なら「山の日」の振替休日ではありますが、登校日として、平和を考

える日とします。例年のような平和集会はできませんが、平和の尊さ、命の大切さを考え、黙と

うを捧げます。暑い１日が予想されます。熱中症対策の上、登校をお願いします。 

 

 

   

令和３年７月２０日 NO.１２ 

大村市立竹松小学校 校長 角野良介 

学校教育目標 夢を持ち 創造性に富んだ 心豊かで 明るく元気な 竹松っ子の育成 

２１日（水）２５日（日）２８日（水）３１日（土）の４日です。 


